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P5-4RF誘電加温における加温条件の最適化法:腹部モデルに対する有用性
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【目的】我0は, RF誘電加温の局所加1呈条件を最適化する逆問題手法を提案し,簡単なモデルに対する木法の
右用性を示した.本研究では,本法の実用性を検討するために複雑な組織を右する腹部モデルに本怯を試行した.
【方法・対象】目標温度分布を,腫癌組織で43 で一 45で,正常組織で40で以下と定めた.適当な抑期条件
の下に,有限要素法により得られる温度分布と目標温度分布の差を評価関数とし,この評価関数を最小にするよ
うな加温条件(電極の位置,大きさ,印加胃圧の大きさ)を共役勾配法に上り求めた.この際求められる加温条
件が二枚の板状電極で皮現できるように,ペナルティ法により解を拘束した.本怯をχ線CT画像に基づく腹部モ
デルに試行した.なお,腫癌組織の血流量を筋肉組織のそれの8分の 1倍,及ぴ等景とした,【結果・考察】腫
癌組織の血流量が筋肉組織のそれの8分の 1倍の場合,腫癌組織で約43て,正常組織で約38 てとな力,目標
温度分布を満たす加温条件が求められた.両者の血流量が等しい場合,腫癌組織で約42て,正常組權で約39
てとなり,目標温度分布を満たす加温条件は求められ女かった.【結論】本法は腹蔀モデルに対しても有用であ
リ,実用性を持つと考えた.しかし, RF誘電加温の局所加温特性が腫癌組織の血流量に著しく依存するため,腫
癌組纖と正常組織の血流量の差が小さい場合には局所力Ⅲ島条件の決定が難Lくなることが示された.
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我々はこれまでに、直径190omm、高さ 1450mmのりエントラント型空洞共振器アプリケータを
用いた誘電加温現象を解明するために、 3次元電磁界一熱伝導解析を行ない、円柱状ファントムに対レて温
度分布の計算結果と実験結果とが良く一致することを示した。また、人体に近い寸法の均質ファントムに対
しては、筒状導体およびボーラスを装着することにより深部集中加温が可能であることを示した。
本報告では生体諸器官の電気、熱定数の温度依存性および諸器官の血流量の温度依存性を考慮したモデル
に対して3次元電磁界一熱伝導解析を行ない、りエントラント型空洞共振器アブリケータによる高周波加温
現象を解析する。その結果、血流による恒温作用を考慮する必要性を示す。また、従来より指摘されていた
脂肪層および脊椎ヘの温度集中が認められ、深部集中加温を実現するためには今後の検討が重要であること
を述ベる。
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